
岡山県立高梁城南高校

地域と連携、地域と共に発展
し続けるデザイン科＆美術部

取組等の概要

○デザイン科の歴史と目標

昭和23年「木材工芸科」として高梁の地に設立しました。45年「デザイン科」に

改編されて以降、地域と共に発展し続けています。現在、３分野（ビジュアル・プロ

ダクト・スペース）のデザインの作品制作活動を通じて、社会に貢献しうる発想力、

造形力、コミュニケーション能力を持った人間性豊かな人材の育成を図っています。

○取り組みの内容

・大学と連携した授業展開（吉備国際大学アニメーション学科 令和元年度から）

・備中たかはし松山踊りのポスター作成（高梁市産業観光課と連携 30年間継続）

・高梁市の風景画38景の作成（地域企業との連携 約１0年間継続）

・婚姻届けの作成（高梁市役所からの依頼により作成し、平成30年から使用）

・毎年国公立大学に進学（８年間で27名）

・毎年卒業制作展の開催（高梁市文化交流館に全生徒の作品を展示）

・高梁法務局擁壁に巨大壁画（美術部 平成30年度）

・高梁市栄町通り 商店シャッターに壁画（美術部 平成29年度）

・吹屋ベンガラ灯り エコキャンドル灯篭を提供（美術部 平成28年度）

・備中松山城登山口 城見橋公園公共トイレ陶板レリーフ（美術部 平成27年度）
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